
ＪＡ名： えちご上越 地区名： ひすい地域

時

期

※　①～⑥、Ａ～Ｆについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されいている場合１品目を選択してください。）
　　 また、推奨品目以外でも適正な品目については、使用可能です。

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A タフブロック 0 成分 催芽前・催芽時
ソルネット１㌔粒剤 1 成分

メテオフロアブル 1 成分

② Ｃ パディート箱粒剤 1 成分

③ ベンケイ１㌔粒剤 3 成分

④ ジャスタ1㌔粒剤 3 成分

⑤ ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3 成分

ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ベンケイ豆つぶ 3 成分

Ｅ Ｚボルドー粉剤ＤＬ 0 成分 出穂10日前まで
Ｆ スタークル３㌔粒剤 1 成分 収穫7日前まで

7-3-4
1.3-1.3-1.3

20～40
12-2-8

ホーネンス培土

耕
起
・
代
か
き

水
田
除
草
剤
散
布
　
Ｄ

ド
ロ
オ
イ
ム
シ
等
防
除
　
Ｃ

水
田
初
期
除
草
剤
散
布
　
　
Ｂ

田
植

（
1
5
日
～

）
 

①

フレーバーペースト734

１箱当り

は
種

（
乾
籾
1
5
0
グ
ラ
ム
/
箱

）

育
苗
土
準
備
②
③
・
種
子
消
毒
　
Ａ

15～23
140

　0-0-20　ｹｲｻﾝ34
1.1

0－5－0　ｹｲｻﾝ25　苦土7

育苗床土
けい酸加里

越後の輝きソイル米スター

成　　分

有機窒素51%

有機窒素50.8%

有機窒素50%

記
号

30

使用回数

移植前7日まで・
移植後30日まで

農薬使用基準

40～50
1回

○　この栽培指導基準を目安とした栽培を基本とします。元肥・穂肥ともに50％有機質配合肥料を使用し、ほ場条件や気象要因等により施肥量を増減してもかまいません。

○　化学合成農薬の使用は育苗～収穫までの間に累計成分数を８成分以内の使用とします。

成分数

土
づ
く
り
資
材
の
施
用
　
⑥

秋
耕

カ
メ
ム
シ
防
除
　
Ｆ

栽
培
管
理

記
号

備考
施肥基準

肥料名

12-6-5

Ｎ－Ｐ－Ｋ
10-13-10

元
肥
施
用
 

①

３月

希釈倍数・散布量(10a当り)
薬品名

浸
種

【
種
子
更
新

】

穂
肥
施
用
 

⑤

使用時期

稲
こ
う
じ
病
予
防
　
Ｅ

穂
肥
施
用
 

⑤

11月

上　　中　　下 上　　中　　下

９月

（㎏/10a)

４月

上　　中　　下

７月

上　　中　　下
溝
切
り
・
中
干
し

上　　中　　下
追
肥
 

④

５月 ６月

灌
水

農
道
畦
畔
の
草
刈

10月８月

収
穫

越後の輝き有機50元肥

灌
水

側条可

上　　中　　下上　　中　　下上　　中　　下

25～40 1回

上　　中　　下
落
水

（
出
穂
後
2
5
日
以
降

）

1回播種時覆土前～移植当日

有機窒素50.8%

250ｇ

0－1－7　ｹｲｻﾝ30　苦土2

-

500ｍｌ

500g

40～50

500ml
床土

１箱当り
2.7

Ｂ

覆土

①

⑥

側条可
側条専用

50g／箱

１㎏
２００倍液　１～２日前浸漬

越後の輝き有機50スーパー元肥ロング

粒状ようりんケイカル37号

越後の輝き有機穂肥

３回以内

Ｄ

１㎏

移植直後～30日まで 1回

１㎏

400g

3㎏
3～4kg

コシヒカリ 栽培指導基準



ＪＡ名： えちご上越 地区名： ひすい地域

時

期

※　①～⑥、Ａ～Ｆについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されいている場合１品目を選択してください。）
　　 また、推奨品目以外でも適正な品目については、使用可能です。

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A タフブロック 0 成分 催芽前・催芽時
ソルネット１㌔粒剤 1 成分

メテオフロアブル 1 成分

Ｃ ルーチンブライト箱粒剤 3 成分

ベンケイ１㌔粒剤 3 成分

ジャスタ１㌔粒剤 3 成分

② ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3 成分

③ ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

④ ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ベンケイ豆つぶ 3 成分

Ｅ Ｚボルドー粉剤ＤＬ 0 成分 出穂10日前まで
スタークル３㌔粒剤 1 成分 収穫7日前まで
ダブルカットK粉剤DL 2 成分 穂揃期まで

⑥

12-2-8 有機窒素50.8% 25
⑤

越後の輝きソイル米スター 0－1－7　ｹｲｻﾝ30　苦土2 30

0-0-20　ｹｲｻﾝ34 苦土4

３月 ４月 ５月

肥料名
成　　分

水
田
除
草
剤
散
布
　
Ｄ

葉
い
も
ち
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
等
防
除
　
Ｃ

田
初
期
除
草
剤
散
布
　
　
Ｂ

田
植

（
5
～

1
0
日

）
　
①

耕
起
・
代
か
き

Ｎ－Ｐ－Ｋ

６月

上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下

11月

上　　中　　下

９月 10月

追
肥
　
④

上　　中　　下 上　　中　　下上　　中　　下
潅
水

穂
い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
　
F

灌
水

落
水

（
出
穂
後
2
5
日
以
降

）

上　　中　　下

７月

土
づ
く
り
資
材
の
施
用
　
⑥

秋
耕

８月

穂
肥
施
用
　
⑤

灌
水

収
穫

農
道
畦
畔
の
草
刈

溝
切
り
・
中
干
し

施肥基準
備考

（㎏/10a)

栽
培
管
理

記
号

浸
種

【
種
子
更
新

】

は
種

（
乾
籾
1
5
0
グ
ラ
ム
/
箱

）

育
苗
土
準
備
②
③
・
種
子
消
毒
　
Ａ

元
肥
施
用
　
①

記
号

薬品名

Ｂ

穂
肥
施
用
　
⑤

稲
こ
う
じ
病
予
防
　
E

側条可
側条可

側条専用

側条可
25

有機窒素50.8%

7-3-4

１箱当り

化成100％

50～60

化成100％ 30
30-10-7

2.7

けい酸加里

越後の輝き有機50元肥

越後の輝き有機50スーパー元肥ロング

フレーバーペースト734 有機窒素50%

12-12-12

化成オール14 14-14-14

50

ホーネンス培土

20～40
覆土

粒状ようりんケイカル37号 0－5－0　ｹｲｻﾝ25　苦土7 140
穂肥32号 14-4-14

1.3-1.3-1.3

①

10-13-10 有機窒素51% 35～40
12-6-5

越後の輝き有機穂肥

20

床土

化成100％

化成100％ 20

側条専用

側条可
早生多収米一発元肥307

コープペースト222P

1.1１箱当り育苗床土

50g／箱 播種時覆土前～移植当日 1回

農薬使用基準
希釈倍数・散布量(10a当り) 使用時期 使用回数

２００倍液　１～２日前浸漬 1回

成分数

１㎏ 移植前7日まで・
移植後30日まで500ml

1回

3～4kg

400g

１㎏

500ｍｌ

500g

-

3～4kg ３回以内
Ｆ

３回以内3㎏

250ｇ

Ｄ 1回移植直後～30日まで

１㎏

こしいぶき 栽培指導基準



ＪＡ名： えちご上越 地区名： ひすい地域

時

期

※　①～⑥、Ａ～Ｆについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されいている場合１品目を選択してください。）
　　 また、推奨品目以外でも適正な品目については、使用可能です。

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A タフブロック 0 成分 催芽前・催芽時
ソルネット１㌔粒剤 1 成分

メテオフロアブル 1 成分

Ｃ ルーチンブライト箱粒剤 3 成分

ベンケイ１㌔粒剤 3 成分

② ジャスタ１㌔粒剤 3 成分

③ ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3 成分

④ ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ベンケイ豆つぶ 3 成分

Ｅ Ｚボルドー粉剤ＤＬ 0 成分 出穂10日前まで
スタークル３㌔粒剤 1 成分 収穫7日前まで
ダブルカットK粉剤DL 2 成分 穂揃期まで

-

50g／箱 播種時覆土前～移植当日 1回

１㎏

250ｇ

400g
500g

3～4kg

上　　中　　下
収
穫

①

越後の輝きソイル米スター 0－1－7　ｹｲｻﾝ30　苦土2 30
⑥

越後の輝き有機50元肥 10-13-10

潅
水

上　　中　　下

25～40

７月 ８月 10月 11月

上　　中　　下上　　中　　下上　　中　　下上　　中　　下 上　　中　　下
稲
こ
う
じ
病
予
防
　
E

灌
水

落
水

（
出
穂
後
2
5
日
以
降

）

土
づ
く
り
資
材
の
施
用
　
⑥

秋
耕

農
道
畦
畔
の
草
刈

３月 ４月 ５月 ６月

上　　中　　下
穂
肥
施
用
　
⑤

記
号

肥料名
成　　分 施肥基準

備考

栽
培
管
理

浸
種

【
種
子
更
新

】

耕
起
・
代
か
き

溝
切
り
・
中
干
し

使用回数
薬品名

９月

水
田
除
草
剤
散
布
　
Ｄ

葉
い
も
ち
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
等
防
除
　
Ｃ

田
初
期
除
草
剤
散
布
　
　
Ｂ

田
植

（
1
0
～

1
5
日

）
　
①

上　　中　　下
穂
い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
　
F

灌
水

穂
肥
施
用
　
⑤

追
肥
　
④

フレーバーペースト734 7-3-4 有機窒素50% 40～50 側条専用

は
種

（
乾
籾
1
5
0
グ
ラ
ム
/
箱

）

育
苗
土
準
備
②
③
・
種
子
消
毒
　
Ａ

元
肥
施
用
　
①

Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏/10a)

有機窒素51%

越後の輝き有機50スーパー元肥ロング 12-6-5 有機窒素50.8% 40～50

14-14-14

記
号

側条可
側条可

20 側条可

育苗床土

化成オール14

１箱当り 1.1
2.71.3-1.3-1.3

化成100％

0-0-20　ｹｲｻﾝ34 苦土4 20～40

ホーネンス培土 １箱当り

コープペースト222P 12-12-12 化成100％ 25 側条可

⑤
15～23越後の輝き有機穂肥 12-2-8 有機窒素50.8%

穂肥32号 14-4-14 化成100％ 20
粒状ようりんケイカル37号 0－5－0　ｹｲｻﾝ25　苦土7 140

Ｄ

床土
覆土

けい酸加里

Ｂ
１㎏ 移植前7日まで・

移植後30日まで

Ｆ
3～4kg ３回以内

1回
500ml

１㎏

移植直後～30日まで

成分数
農薬使用基準

希釈倍数・散布量(10a当り)

3㎏ ３回以内

２００倍液　１～２日前浸漬 1回

500ｍｌ
1回

使用時期

こがねもち 栽培指導基準



ＪＡ名： えちご上越 地区名： ひすい地域

時

期

※　①～⑥、Ａ～Ｆについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されいている場合１品目を選択してください。）
　　 また、推奨品目以外でも適正な品目については、使用可能です。

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A タフブロック 0 成分 催芽前・催芽時
ソルネット１㌔粒剤 1 成分

メテオフロアブル 1 成分

Ｃ ルーチンブライト箱粒剤 3 成分

ベンケイ１㌔粒剤 3 成分

ジャスタ１㌔粒剤 3 成分

② ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3 成分

③ ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

④ ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ベンケイ豆つぶ 3 成分

Ｅ Ｚボルドー粉剤ＤＬ 0 成分 出穂10日前まで
スタークル３㌔粒剤 1 成分 収穫7日前まで
ダブルカットK粉剤DL 2 成分 穂揃期まで

1回

希釈倍数・散布量(10a当り) 使用時期

播種時覆土前～移植当日

１㎏
500ｍｌ

50g／箱

1回
500ml

250ｇ
-

１㎏

400g
500g

3～4kg

移植直後～30日まで 1回

⑤
12-2-8 有機窒素50.8%

⑥
0－5－0　ｹｲｻﾝ25　苦土7

コープペースト222P 12-12-12 化成100％

１箱当り

９月４月 10月

灌
水

上　　中　　下 上　　中　　下
追
肥
　
④

元
肥
施
用
　
①

落
水

（
出
穂
後
2
5
日
以
降

）

11月

上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下

８月５月 ６月 ７月

穂
肥
施
用
　
⑤

溝
切
り
・
中
干
し

水
田
除
草
剤
散
布
　
Ｄ

葉
い
も
ち
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
等
防
除
　
Ｃ

田
初
期
除
草
剤
散
布
　
　
Ｂ

田
植

（
5
～

1
0
日

）
　
①

潅
水

上　　中　　下

３月

穂
い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
　
F

灌
水

上　　中　　下
農
道
畦
畔
の
草
刈

穂
肥
施
用
　
⑤

収
穫

土
づ
く
り
資
材
の
施
用
　
⑥

秋
耕

記
号

肥料名
成　　分 施肥基準

備考

栽
培
管
理

浸
種

【
種
子
更
新

】

は
種

（
乾
籾
1
5
0
グ
ラ
ム
/
箱

）

育
苗
土
準
備
②
③
・
種
子
消
毒
　
Ａ

耕
起
・
代
か
き

①

越後の輝き有機50元肥

記
号

越後の輝き有機50スーパー元肥ロング 12-6-5 有機窒素50.8%

10-13-10 有機窒素51% 側条可35～40
Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏/10a)

側条可
フレーバーペースト734 7-3-4 有機窒素50% 50～60 側条専用

50

側条可

化成オール14 14-14-14 化成100％ 25 側条可
早生多収米一発元肥307 30-10-7 化成100％ 20

けい酸加里 0-0-20　ｹｲｻﾝ34 苦土4

30

覆土
2.7 床土

育苗床土
１箱当り

2014-4-14 化成100％

20～40

側条専用

越後の輝き有機穂肥 25

ホーネンス培土 1.3-1.3-1.3

越後の輝きソイル米スター 0－1－7　ｹｲｻﾝ30　苦土2 30

1.1

粒状ようりんケイカル37号 140
穂肥32号

薬品名 成分数
使用回数

２００倍液　１～２日前浸漬 1回

農薬使用基準

Ｆ
3～4kg ３回以内

稲
こ
う
じ
病
予
防
　
E

3㎏ ３回以内

Ｂ
１㎏ 移植前7日まで・

移植後30日まで

Ｄ

わたぼうし 栽培指導基準



ＪＡ名： えちご上越 地区名： ひすい地域

時

期

※　①～⑥、Ａ～Ｆについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されいている場合１品目を選択してください。）
　　 また、推奨品目以外でも適正な品目については、使用可能です。

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A タフブロック 0 成分 催芽前・催芽時
ソルネット１㌔粒剤 1 成分

メテオフロアブル 1 成分

Ｃ ルーチンブライト箱粒剤 3 成分

ベンケイ１㌔粒剤 3 成分

ジャスタ１㌔粒剤 3 成分

② ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3 成分

③ ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

④ ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ベンケイ豆つぶ 3 成分

Ｅ Ｚボルドー粉剤ＤＬ 0 成分 出穂10日前まで
スタークル３㌔粒剤 1 成分 収穫7日前まで
ダブルカットK粉剤DL 2 成分 穂揃期まで

3～4kg

⑥
0－5－0　ｹｲｻﾝ25　苦土7

収
穫

記
号

肥料名

栽
培
管
理

浸
種

【
種
子
更
新

】

は
種

（
乾
籾
1
5
0
グ
ラ
ム
/
箱

）

育
苗
土
準
備
②
③
・
種
子
消
毒
　
Ａ

元
肥
施
用
　
①

３月 ４月 ５月 ６月

水
田
除
草
剤
散
布
　
Ｄ

葉
い
も
ち
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
等
防
除
　
Ｃ

田
初
期
除
草
剤
散
布
　
　
Ｂ

田
植

（
1
0
～

1
5
日

）
　
①

溝
切
り
・
中
干
し

耕
起
・
代
か
き

上　　中　　下 上　　中　　下

８月７月

上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下

10月 11月

上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下

９月

追
肥
　
④

土
づ
く
り
資
材
の
施
用
　
⑥

秋
耕

穂
い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
　
F

灌
水

灌
水

落
水

（
出
穂
後
2
5
日
以
降

）

農
道
畦
畔
の
草
刈

穂
肥
施
用
　
⑤

潅
水

穂
肥
施
用
　
⑤

Ｎ－Ｐ－Ｋ （㎏/10a)

成　　分 施肥基準

越後の輝き有機50スーパー元肥ロング 12-6-5 側条可

備考

①

越後の輝き有機50元肥 10-13-10 有機窒素51% 35～40 側条可

フレーバーペースト734 7-3-4

側条専用

側条専用 500ml

早生多収米一発元肥307 30-10-7 化成100％ 20 側条可

化成オール14 14-14-14 化成100％ 25

有機窒素50.8% 50

コープペースト222P 12-12-12 化成100％ 30

有機窒素50% 50～60

ホーネンス培土 1.3-1.3-1.3 １箱当り 2.7 床土

化成100％ 20

0-0-20　ｹｲｻﾝ34 苦土4 20～40
育苗床土 １箱当り 1.1
けい酸加里

越後の輝きソイル米スター 0－1－7　ｹｲｻﾝ30　苦土2 30

⑤
12-2-8 有機窒素50.8%越後の輝き有機穂肥 25

覆土

側条可

１㎏

-
粒状ようりんケイカル37号 140
穂肥32号 14-4-14

50g／箱

500ｍｌ
400g
500g

１㎏

移植前7日まで・
移植後30日まで

1回

移植直後～30日まで 1回

１㎏

250ｇ

播種時覆土前～移植当日

記
号

薬品名 成分数
農薬使用基準

希釈倍数・散布量(10a当り) 使用時期 使用回数

1回

Ｆ
3～4kg ３回以内

稲
こ
う
じ
病
予
防
　
E

3㎏ ３回以内

２００倍液　１～２日前浸漬 1回

Ｂ

Ｄ

五百万石 栽培指導基準



ＪＡ名： えちご上越 地区名： ひすい地域

時

期

※　①～⑥、Ａ～Ｆについて、ＪＡが推奨する肥料・農薬は下表を参照願います。（なお、１つの記号に複数品目掲載されいている場合１品目を選択してください。）
　　 また、推奨品目以外でも適正な品目については、使用可能です。

■推奨肥料と施肥基準 ■推奨農薬と農薬取締法に基づく農薬使用基準

A タフブロック 0 成分 催芽前・催芽時
ソルネット１㌔粒剤 1 成分

メテオフロアブル 1 成分

Ｃ ルーチンブライト箱粒剤 3 成分

ベンケイ１㌔粒剤 3 成分

② ジャスタ１㌔粒剤 3 成分

③ ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 3 成分

④ ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ｳｨﾆﾝｸﾞﾗﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ 3 成分

ベンケイ豆つぶ 3 成分

Ｅ Ｚボルドー粉剤ＤＬ 0 成分 出穂10日前まで
スタークル３㌔粒剤 1 成分 収穫7日前まで
ダブルカットK粉剤DL 2 成分 穂揃期まで

3～4kg

１㎏

50g／箱 播種時覆土前～移植当日

使用時期 使用回数

２００倍液　１～２日前浸漬 1回

500ｍｌ

1回

12-2-8 有機窒素50.8%

越後の輝き有機50スーパー元肥ロング

コープペースト222P 12-12-12 化成100％

化成オール14 14-14-14

育苗床土

９月６月 ７月

追
肥
　
④

希釈倍数・散布量(10a当り)

農
道
畦
畔
の
草
刈

上　　中　　下 上　　中　　下
穂
い
も
ち
・
カ
メ
ム
シ
防
除
　
Ｆ

灌
水

稲
こ
う
じ
病
予
防
　
Ｅ

穂
肥
施
用
　
⑤

11月８月

上　　中　　下

10月

上　　中　　下
土
づ
く
り
資
材
の
施
用
　
⑥

秋
耕

３月 ４月 ５月

潅
水

溝
切
り
・
中
干
し

穂
肥
施
用
　
⑤

元
肥
施
用
　
①

施肥基準
備考

記
号

薬品名

上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下 上　　中　　下

（㎏/10a)
成分数

農薬使用基準

栽
培
管
理

浸
種

【
種
子
更
新

】

は
種

（
乾
籾
1
5
0
グ
ラ
ム
/
箱

）

育
苗
土
準
備
②
③
・
種
子
消
毒
　
Ａ

水
田
除
草
剤
散
布
　
Ｄ

葉
い
も
ち
・
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
等
防
除
Ｃ

田
初
期
除
草
剤
散
布
　
　
Ｂ

田
植

（
1
5
～

2
0
日

）

耕
起
・
代
か
き

肥料名
成　　分

越後の輝き有機50元肥 10-13-10
Ｎ－Ｐ－Ｋ

①

有機窒素51% 25～40
有機窒素50.8% 40～50

側条可

記
号

移植前7日まで・
移植後30日まで

1回
フレーバーペースト 7-3-4 有機窒素50% 40～50 側条専用 500ml

Ｂ

化成100％ 20 側条可

１㎏側条可

１箱当り 1.1

12-6-5

ホーネンス培土 1.3-1.3-1.3 １箱当り 2.7
25

越後の輝き有機穂肥 15～23
穂肥32号 20

けい酸加里 20～40

14-4-14 化成100％

0-0-20　ｹｲｻﾝ34 苦土4

⑤

⑥
粒状ようりんケイカル37号 140
越後の輝きソイル米スター

0－5－0　ｹｲｻﾝ25　苦土7

0－1－7　ｹｲｻﾝ30　苦土2 30

Ｄ

１㎏

-

覆土
床土

側条専用

400g
500g

Ｆ
3～4kg ３回以内

落
水

（
出
穂
後
2
5
日
以
降

）

収
穫

移植直後～30日まで 1回

3㎏ ３回以内

250ｇ

越淡麗 栽培指導基準


